
◆ 内容

（１）行政説明 「仙南圏域の障害児者支援の現状について」
仙南保健福祉事務所 地域リハビリテーション推進強化事業 担当職員

（２）講話１ 「相談支援専門員から見た介護保険との連携の現状と課題」
県南生活サポートセンターアサンテ 相談支援専門員 平間 以緒氏

（３）講話２ 「地域包括支援センターから見た障害福祉との連携の現状と課題」
柴田町地域包括支援センター 主任介護支援専門員 佐々木 純子氏

（４）事例検討（グループワーク）
「障害福祉と介護保険がつながるために、地域に必要なことを考える」

助言者 県南生活サポートセンターアサンテ 主任相談支援専門員 日下 みどり氏
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障害福祉と介護保険がつながるために

◆ 開催日時

令和８年１２月９日（水）
午後１時３０分から

午後３時３０分まで

◆ 会場

大河原合同庁舎 ４階 大会議室 （柴田郡大河原町字南129-1）

◆ 対象

相談支援専門員、介護支援専門員、地域包括支援センター職員、
市町障害福祉・介護保険担当職員等

◆ 定員 ５０名

ケース1
親の介護をきっかけに・・・

「同居している５０代の引きこもり状態の
子どもに障害があった」

「どこから介入したらよいの？」

ケース２
障害福祉サービスを利用していた方が

６５歳に・・・
「今後も支援を受けられるの？」

「誰に相談したらよいの？」

障害福祉サービスを利用してきた方の介護保険への移行、親亡き後に初めて支援
につながる障害のある方への対応など、制度を超えた支援が求められる課題があり
ます。
本研修会では、2つの事例をもとに、障害のある方が安心して暮らし続けられる地

域の姿を思い描きながら、その実現に向けて必要な連携や仕組みについて考えます。

←申し込みはこちらから

例えばこのようなケース… どこから支援したらよいの？

｟研修のご案内｠
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